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候
（『
成
羽
町
史　

通
史
編
』）」。
大
塚
家
は
、
孫
一

の
時
代
か
ら
銅
山 
稼  
業 
に
携
わ
っ
た
老
舗
。
銀
山
と

か 

ぎ
ょ
う

し
て
始
ま
っ
た
吹
屋
鉱
山
は
、
室
町
時
代
に
銅
山
と

な
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
吉
岡
」
の
名
前
が
登
場
す
る
の
は
正
保
三
（
一
六

四
六
）
年
。
備
中
倉
敷
代
官
・
彦
根
平
九
郎
の
提
唱

に
よ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
佐
渡
金
山
で
大
量

の
金
を
産
出
し
た
吉
岡
山
に
あ
や
か
っ
た
と
い
う
伝

承
が
あ
る
一
方
、
佐
渡
に
吉
岡
と
い
う
地
名
は
な
か

っ
た
と
指
摘
す
る
研
究
家
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、 

大  
深 
を
発
祥
の
地
と
す
る
銀
山
が
室
町
時
代

お
お 

ふ
か

に
銅
山
と
な
り
、「 
石  
塔 
」、「 
関  
東 
」、「
吉
岡
」
へ
と

せ
き 

と
う 

せ
き 

と
う

そ
の
名
前
を
変
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

吉
岡
銅
山
に
中
央
資
本
が
入
っ
た
の
は
天
和
三

（
一
六
八
三
）年
。
後
に
住
友
財
閥
と
な
る 
泉  
屋 
が
経

い
ず
み 

や

営
に
参
加
し
ま
す
。
銅
山
に
限
ら
ず
、
地
下
資
源
採

掘
の
難
題
は
湧
水
対
策
で
す
。
掘
削
を
人
の
手
に
頼

っ
て
い
た
頃
は
、
湧
水
に
ぶ
つ
か
る
と 
間  
歩 
を
変
え

ま 

ぶ

て
い
ま
し
た
。「
た
ぬ
き
掘
り
」
で
す
。
泉
屋
は
、
倉

敷
大
官
・
服
部
六
郎
左
衛
門
に
あ
て
た
「
吉
岡
銅
山

産
銅
増
益
意
見
書
」
に
、
排
水
路
を
設
け
て
湧
水
を

逃
が
せ
ば
、
採
算
の
と
れ
る
銅
山
と
な
る
と
進
言
。

全
長
二
百
余 
間 
の
大 
疎  
水 
道
を
開
削
し
ま
す
。
そ
れ

け
ん 

そ 

す
い

に
よ
り
吉
岡
は
再
び
西
国
一
の
銅
山
に
返
り
咲
き
ま

す
が
、
泉
屋
は 
伊  
予 
の 
別  
子 
銅
山
に 
鞍  
替 
え
。
銅
山

い 

よ 

べ
っ 

し 

く
ら 

が

経
営
は
再
び
大
塚
家
の 
司 
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

つ
か
さ
ど

　

明
治
六
年
。
政
府
は 
太  
政  
官  
布  
告 
第
二
五
九
号
で

だ
い 

じ
ょ
う 

か
ん 

ふ 

こ
く

「
日
本
鉱
法
」を
公
布
地
。
地
下
資
源
の
採
掘
に
関
す

る
初
め
て
の
法
律
を
制
定
し
ま
す
。
届
け
出
に
よ
り

地
上
の
掘
削
地
を
借
り
上
げ
る
「
借
区
」
制
度
を
導

入
し
た
の
で
す
。
同
年
、
土
佐
出
身
の
岩
崎 
弥  
太  
郎 

や 

た 

ろ
う

が
「
三
菱
商
会
」
を
設
立
。
吉
岡
銅
山
の
払
い
下
げ

を
受
け
ま
す
。
三
菱
に
と
っ
て
吉
岡
は
初
め
て
の
鉱

山
経
営
の
地
。
吉
岡
に
と
っ
て
三
菱
は
住
友
に
続
く

二
番
目
の
中
央
資
本
と
な
り
ま
す
。

　

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
と
な
っ
た
「
九
州
山
口
の

近
代
化
産
業
遺
産
群
」
の
代
表
、
長
崎
県
端
島
。「
軍

艦
島
」
の
異
名
を
持
つ
海
底
炭
鉱
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

島
も
ま
た
三
菱
資
本
で
す
。
三
菱
は
そ
の
後
、
福
岡

県
の
筑
豊
炭
田
、
北
海
道
の
夕
張
炭
鉱
な
ど
へ
と
経

営
を
拡
大
し
て
ゆ
き
ま
す
。
住
友
、
三
菱
、
三
井
な

ど
の
大
財
閥
形
成
に
は
、
鉱
山
と
金
融
機
関
の
経
営

が
必
須
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
財
閥
・
三
菱
の

基
礎
に
は
吉
岡
銅
山
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

吹屋鉱山発祥の地・大深に近い白谷の間歩跡。吹屋にはこうした小間歩が多
数残る。間歩とは鉱山の入口。たぬき掘りとは、地表に露出した鉱脈路頭を
手で掘り下げた坑道。人一人が何とか入れる、狸の穴程度の大きさ。

　

吹
屋
に
銀
山
が
開
か
れ
た
の
は 
大  
同 
二
年
。
こ
の

だ
い 

ど
う

西
暦
八
○
七
年
開
坑
説
の
根
拠
は
、
寛
政
三
（
一
七

九
一
）
年
に
、
当
時
の
銅
山
経
営
者
・
大
塚
理
右
衛

門
が
久
世
代
官
に
答
申
し
た
「
吉
岡
銅
山
の
名
称
並

番
所
道
具
建
置
の
事
」
に
記
さ
れ
た
一
文
。
い
わ
ゆ

る
『
大
塚
家
文
書
』
が
伝
え
る
「
吉
岡
銅
山
之
儀
は
、

大
同
二
年
草
創
、 

発  
山 
に
て
千
年
に
及
び
相
続
仕
り

ひ
ら
き 

や
ま

吉
岡
銅
山
� 
そ
の
近
代
化
以
前
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兼久 大  居  士 　永禄六癸
だい こ じ みずのと

    亥 十一月二十九日没」。「石塔銅山」の名は写真の
い

 宝篋印塔 からきたといわれる。
ほうきょういんとう

高
梁
の

近
代
化
遺
産
�


